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　宝永元（1704）年の大和川付替えは大坂における水利の一大事業として語り継がれていま
すが、それ以前の大和川は、大和から亀の瀬渓谷を下ってくる本流が、柏原村で南から流れて
くる石川と合流し、ここから西北へ折れ、久宝寺川（長瀬川）と玉櫛川（玉串川）に分かれて、
各川や池と合流しながら、最後はそれぞれ淀川へと注いでいました。
　当時の大和川が流れていた河内平野は、川が運ぶ肥沃な土砂のおかげで、古代から田畑が開
かれ、人々が生活を営んでいましたが、反面、常に洪水の被害が多発していました。古くは飛
鳥時代の白雉３（651）年の水害から、奈良時代の宝亀３（773）年の大雨による茨田・渋川・
志紀の被害、永祿６（1563）年の畿内大洪水などの記録が残されています。また、天文２（1533）
年には、植松の堤が切れて渋川神社の社殿がながされたとも伝えられています。
　これらの時代にも、大和川の治水を確保し、洪水を防ぐために色々な取り組みが行われまし
たが、洪水は収まることはありませんでした。
　江戸時代になり幾度かにわたる農民たちの直訴によって、元禄 16（1703）年 10 月 28 日、
ようやく幕府は大和川付替えを決定したのです。翌、宝永元（1704）年 2月 27日から世紀の
大事業と言われる “大和川付替え” が行われ、計画では３年を費やすといわれていた工事が８ヶ
月足らずという早さで終わりました。
　この付替えで、土地をなくした村は 40ヶ村にのぼり、
約 270ha の田畑がなくなりましたが、付替えの翌年の
宝永２（1705）年から、久宝寺川や玉櫛川などの旧川
筋や新
しんがいけ
開池、深
ふこのいけ
野池などで新田開発が始まり、付替えか
ら５年後には約 1,060 町歩（約 1,050ha）、34ヶ所の新
田が開発されました。幕末には、旧大和川筋の新田開発
は 53ヶ所までになりました。
　本市域においても山本新田をはじめ 9ヶ所が新田開発
されましたが、その１つが安中新田です。
　享保６（1721）年 5月の検地帳によると、安中新田
は 47 町 17 歩あり、その内の約半分の 22 町９反４畝
10 歩が、柏原の玉手山にある安福寺の所有となってい
ました。
　植田家が安中新田に入ってきたのは、宝暦 12（1762）年であり、安中新田が開発されてから、
50年後のことです。
　安中新田は、今回の調査で新たに発見された植田家所蔵の正徳元（1711）年に作成された「安
中新田分間絵図」によって、約半分が安福寺の所有で、残りは慈願寺や瓜破、老原などの名が
記載されており、複数の開発主体によって開発された新田の総称であることが判明しました。
　また、絵図には、現在の植田家屋敷の位置に「会所屋敷」と書かれており、植田家が安中新
田の（安福寺寺領の）支配人として居住する以前から、同屋敷は新田と代官との連絡或いは地
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1. 大和川付替えと安中新田
２. 安中新田会所と植田家
▲　付替え後の旧大和川の新田
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元民の寄り合いなどが行われていた「会所」とし
て使用されていたことが判りました。
　同新田の支配人として植田家で最初に赴いたの
は、初代植田林蔵であり、林蔵は、大和国田原本
出身の人物で、父は田原本藩主平野権平の内、梶
尾勘兵衛であったことが今回の調査で明らかにな
りました。
　旧植田家住宅は、平成 17年 10 月に江戸時代の
庄屋屋敷として「国登録有形文化財」の申請をし、
平成 18 年３月に同文化財として国の原簿に登載されました。そして、今回の調査で正徳元
（1711）年の「安中新田分間絵図」が発見されたことにより、同住宅が新田会所であったこと
が判明し、平成 18年６月に市の指定文化財となったものです。
　大和川付替えによって開発された新田会所は、中河内地域においても建造物及び敷地ともに
国の重要文化財である東大阪市の「鴻池新田会所」が残るのみであり、また、市域では山本新
田と柏村新田にも会所はありましたが、いずれも建物は現存しておらず、屋敷地としても確定
できない状況にあります。
　しかし、安中新田会所は、植田家が代々新田の支配人を勤めていたことから、建物は幾度か
の改修が行われているものの、会所屋敷地と建物が現存している貴重な文化遺産であることは
いうまでもないことです。
　また、同家所蔵の文政５（1822）年の家相図に描かれている建物の骨格は、現状の正門と
裏門が逆となっていますが、土間部分に会所屋敷当時の姿をとどめていると推測され、今後の
復元整備に係る解体修理によって明らかになっていくことでしょう。
　＊本稿は現地説明会の配付資料（八尾市教育委員会作成）をもとに再編集いたしました。
３. 旧植田家住宅の位置づけ
▲　「安中新田分間絵図」（植田家蔵）
▲ 現在の植田家周辺
▲
植田家調査
